
                      

 

 

 

 

 

 

 

拝啓 寒冷の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、当会では、認知症をもつ人や家族の地域支援のために様々な職種が研鑽できる研

修会を開催致します。平成 30 年度には全ての市町村で初期認知症初期集中支援チーム員

が配置されることになります。今後の認知症の地域支援、認知症初期集中支援チームの活

動の理解のために、シンポジウム、特別講演、ワークショップを企画いたしました。特別

講演では京都で長年、認知症の地域支援に携わってこられた藤田保健衛生大学の武地一先

生にお越し頂き、認知症の地域支援について学ぶ機会を作りました。 

平成 30 年に向け、多職種が協働しチームとして地域で上手く機能できるよう情報を共

有し、実りある研修会にしたいと考えております。これから地域で認知症支援のため活動

される方や関心のある方はもちろん、既に地域支援を実践されている方にも、是非ご参加

頂ければと思います。 

敬具 

 

【日時】平成 30 年 2 月 11 日（日） 10:30～16:00 （10:00 受付開始） 

【場所】京都キャンパスプラザ 4 階第 2 講義室 

【内容・スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参 加 費】 無料     【参加対象】 職種等不問 

 

【参加申込】 QR コードまたは URL（https://goo.gl/forms/l0JyDueSOwACptNy2）の 

フォームから申し込みお願い致します。（〆切：1 月末日） 

※申し込みフォームの利用が困難な場合は kyoto.ot.dsc@gmail.com に連絡下さい。 

※申込受付の連絡は行いません。定員を超え参加頂けない場合のみ連絡をさせて頂きます。 

第一部 
10:30～

12:00 

シンポジウム：動き出した認知症初期集中支援チームの実際 

シンポジスト：武田病院 精神保健福祉士 頴原浩司氏 

精華町北部地域包括支援センター看護師 岡田典子氏 

>        綾部市立病院 作業療法士 古川絵美氏 

>        京都大学大学院 作業療法士 小川真寛氏 

第二部 
13:０0～

14:30 

特別講演：認知症の地域支援  

～それぞれの職種がお互いの力を発揮し協力する形づくり～ 

講師：藤田保健衛生大学 認知症・高齢診療科 教授 武地 一 氏  

第三部 
14:40～ 

16:00 

ワークショップ：多職種による認知症の地域支援会議 

  司会：宇治市サービス公社 社会福祉士 松本 敬子 氏 

『認知症の地域支援を考える』研修会 

～それぞれの職種がお互いの力を発揮し協力する形づくり～ 

京都府作業療法士会主催  平成 29 年度 日本作業療法士協会モデル事業 


